
新機能および変更情報

この表では、新機能、既存の内容への変更、および導入ガイドで修正された主要なエラーを網

羅しています。

カレンダーコネクタソフトウェアの更新の詳細については、『カレンダーコネクタリリース

ノート [英語]』を参照してください。

加えられた変更日付

•クラウドベースの Hybrid Calendar Serviceは、Microsoft
Office 365のドイツインスタンスをサポートするように
なりました。次のトピックが更新されました。

• Microsoft Office 365を使用したHybridカレンダーサー
ビスの要件

• Office 365を使用したHybridカレンダーサービスの
有効化と設定

2019年 11月 15日

• Hybridカレンダーサービスの前提条件の履行のオンプ
レミス登録されたエンドポイントで OBTPに影響を与え
る可能性があるハイブリッドExchange環境に関するTNEF
設定に関する考慮事項が追加されました。

•ビデオデバイスでのワンボタンプッシュのトラブルシュー
ティングを追加しました。

•既知の問題のリストを更新しました。

2019年 9月 27日

• Cisco TMS統合の要件を更新しました。

• Office 365の場合： Cisco TMS統合の要件

• Googleカレンダーの場合： Cisco TMS統合の要件

2019年 8月 20日
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加えられた変更日付

•クラウドベースのサービスに使用可能な Cisco TMS統合
に関するコンテンツを追加しました。

• Office 365を使用した Cisco TMS統合の導入

• Googleカレンダーを使用した Cisco TMS統合の導入

• Hybridカレンダーサービスが@webexキーワードと@meet
キーワードに対して実行するアクションを管理者が変更

できるようになったことの説明に関してシンプルな会議

のスケジューリングを更新しました。

• Hybridカレンダーサービスが@webexキーワードと@meet
キーワードに対して実行するアクションを変更するため

の手順を追加しました。

2019年 8月 16日

•既知の問題のリストを更新しました。2019年 7月 31日

•不在状態機能が、Office 365または Googleカレンダー向
けのクラウドベースのカレンダーサービスでサポートさ

れるようになりました。

•既知の問題のリストを更新しました。

2019年 7月 3日および 12日

•既知の問題のリストを更新しました。

•同じ Cisco Webex組織内でのクラウドベースのHybridカ
レンダーサービスを使用したGoogleカレンダーとOffice
365の両方の展開が現在サポートされていないことを示す
ためにMicrosoft Office 365を使用したHybridカレンダー
サービスの要件と Hybridカレンダーサービスと Google
カレンダーの要件を更新しました。

2019年 6月 27日

•既知の問題のリストを更新しました。2019年 3月 14日および 11日

•カレンダーコネクタからMicrosoft Exchangeにリンクす
るときの新しい [SCPレコードルックアップの有効化
（Enable SCP record lookup）]オプションの説明を追加
しました。このオプションは、自動検出プロセスの最初

のステップを制御します。

2019年 1月 25日

•既知の問題のリストを更新しました。2019年 1月 18日および 2日
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